
 

なのではないでしょうか。 

 最近では、浜に打ち上げられたクジラの

胃袋からレジ袋などのプラスチックが出て

くることは普通になってしまいました。ク

ジラたちは自らの死を賭して、「海はもう、

あなたたちの欲望を浄化しきれない」と訴

えているのです。またゴリラの住む森も、

スマホに使うレアメタルを採掘するために

ブルドーザーで伐採され､変わり果てた姿を

さらしています。便利さを追求する人間の

欲が、私たちの仲間である生きものたちの

生存を脅かしている・・・ひいては人間を

も・・・。自然と常に向き合って来られた

著者お二人の危機感がひしひしと伝わって

きます。 

 便利さに流されず、時間をかけて周りの

人とのコミュニケーションをとることを大

切にしていきたいと心に刻みました。 

（小川） 

         人間は言葉を使って目の前 

       にないことを描写したり、認 

       知したりする能力を獲得しま 

       した。でも言葉は、気持ちを 

       伝えることはむしろ苦手なの 

       だとか。ゴリラのように、目 

       を見つめる、抱き合う･･･言葉 

       を獲得するずっと以前から私 

       達の祖先が取り合ってきたコ 

       ミュニケーション能力を､私た

ちは今失いつつあるようです。また、浜に打

ち上げられたクジラの解体作業でそのクジラ

の生きてきた道筋を知るためには、もっとは

っきりと、五感を働かせることが必要だと田

島さんは強調します。SNS、AI の利用で、自分

の体、気持ちを通さない情報を多用するよう

になってきている現代です。ここで踏みとど

まって、ゴリラやシャチなど野生の生きもの

たちのコミュニケーションの力を見直すべき 
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